
Oリング接触部
面粗度 Rz6.3以下
送り加工無し

※ロボットハンド側

ロボットハンド側
A矢視図

A

ケーブルグランドからの配管、配線使用時： 60mm以上

※70 ㎜を超える場合には、 ユーザー配線、 配管が急激に曲がるのを防ぐために、
ロボットハンド側との間にケーブルスペースを確保し、 ゆとりを持たせる必要があります。 （下記図参考）

59 ㎜以上
70 ㎜以下

ロボットハンド側

ロボットハンド側
A矢視図

A

ユーザ配線・配管

70 ㎜以上の場合

ゆるやかに曲がるようにスペースが必要


